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はじめに
　
青詞は、儀礼で使用される代表的な祈祷文であるが、宋・明代になるとその役割以外にも文学的な表現の一手段
として認識され、特に明代では文学的表現が重視されるようになる。これまで著者は、道教儀礼上で使用される唐末から五代にかけての極めて限定された範囲での青詞の内容や作成された背景に関して考察を試みてきた。 しかし、宗教職能者以外の人々によって書かれた青詞が具体的にど ような状況で存在しているかについては十分に把握し得ないでいた。　
宗教職能者が依頼を受けて儀礼で用いる祈祷文は、祈願対象に対する形式的な願文を踏襲しており、唐代の青詞
も同様である。しかし、従来指摘されてきた程、青詞作成者の自由度が失われているわけではなく、決まった形式に従いながらも祈願の成就を願う対象に（道教儀礼の場合は神であるが）祈願する理由や背景を鮮明に記述する内容となっていたのである。少なくとも著者が以前集中的に取り上げた 末道士の杜光庭が作成した青詞では 神に
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十分納得して願いを聞き入れてもらうための祈願主の様々な心理表現や社会情勢の詳細な描写を読み取ることができた。　
しかし一方では、宗教職能者に依頼するのではなく、当時の文人自らが青詞を創作する機会も多々存在していた。
本稿では、どのような人々が宗教的な背景を持ちながら、あるいはあまり関連を持たずに青詞を創作していたのかを中心として考察する。宋代を通して士大夫自身が創作した内容と明代に書かれた「青詞」 は性質上の大きな隔たりがある。明代になると「青詞」の優劣が人事に大きく影響し 弊害とさえ揶揄されるようになるのである。本稿では「青詞」作成者と周辺の事情を分析することによって、一つの文学形態と認識さ る一方で、祈祷文の本来の機能を変質させてゆく経緯の一端を明らかに たい。
１
　
文学作品との関連
　
唐代では道教の国教化の影響を強く受け、詩や詞において神仙や道教の神々を題材に採ったものが少なくない。
道士自らが文学作品を創作することもあった。その中でも晩唐の女性詩人であり女道士の女冠でもあった魚玄機は多数の作品を残したことでよく知られている。また文人が作成した作品についても、従来は 者の夢想した天上世界であると漠然と理解されていた中には、その時代に道教で行われていた瞑想や想定さ いた神仙世界の描写が具体的に り、個人的な宗教的体験が反映さ 場合もあるこ が近年 研究で明らか なってきている。　
一般に青詞は晩唐から宋代にかけての道教文学の一つの形式で、斎醮で用い 基本的には駢文の形式が主である
が詩の体裁の場合もあるとも説明される。これま にも の形式について検討する研究はあったが 朗誦され
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いた場面を文学作品の視点から言及したものは少なく、またどのような場で青詞の文言自体を見ることができたのかは不明な点が多いので、はじめに青詞が用いられた場の描写の記述を数例見てゆきたい。　
唐宋八家の韓愈（七六八～八二四年）は、儒教至上主義とも言える立場であった。しかし、唐代の文人が仏・道
教の二教と無縁であることは考えられず、たとえ本人がどのような理想を持っていようと常に儒仏道の三教を共有すべき教養として学び、絶対的に仕 るべき存在の価値を確認することは、ごく当然のふるまいであった。その観点から言えば韓愈は仏教・道教に対して批判的であったが、例えば『石鼎聯句詩
　
並序』では、道士と進士のやり
とりがユーモラスに描かれている。　
元和七年十二月四日、衡山の道士の軒轅弥明が進士の劉師服の所に泊まり、弟子の侯喜と三人で聯句を夜中まで
作る。疲労困憊した二人をやり込めた老 士軒轅弥明は朝になると姿を消していたという結末なのだが、当時の進士が道士とどのような交流を持っていたかを窺える内容である。 は、韓愈の青詞の語句が詠み込まれた作品を挙げる。
　
奉和杜相公太清宮紀事陳誠上李相公十六韻
　
杜元頴也。太清宮。玄元皇帝廟。
耒耜興姬國…在功誠可尚
　
於道詎為華
　
象帝威容大
　
仙宗寶曆賒
衛門羅戟槊
　
圖壁雜龍蛇
　
禮樂追尊盛
　
乾坤降福遐
　
四真皆齒列
　
 天寶元年
　
親享玄元皇帝於新廟。以荘子為南華真人、文子為通玄真人、列子為沖虚真人、庚桑子為洞虚真人。配享。
二聖亦肩差　
初太清宮成。命工於太白山釆白石。為玄元真像。南面。玄宗、肅宗像侍立左右。
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陽月時之首
　
陰泉氣未牙
　
殿階鋪水碧
　
庭炬坼金葩
　
紫極觀忘倦
青詞奏不譁…宮夜闢…褻味陳奚取
　
名香薦孔嘉
　
垂祥紛可錄
　
俾壽浩無涯
貴相山瞻峻
　
清文玉絕瑕
　
代工聲問遠
　
攝事敬恭加
　
皎潔當天月
　
葳蕤捧日霞
唱妍酬亦麗
　
俯仰但稱嗟

（ 『全唐詩』巻三百四十四
 韓愈九）
　　
　
この詩には、太清宮の玄元皇帝廟に四つの神像が設置され、厳かに儀式が進行している様子が詠われている。
　『唐才子伝』にも伝記のある陸亀蒙は、姑蘇（江蘇省）の人で進士に挙げられたが及第せず、隠居しながら文筆活動を行っていた。皮日休とも親しく交わり、僖宗の中和（八八一～八八五）年間頃に没した。陸亀蒙と皮日休は個人的に道士とも交流し、二人で観や廟に出掛けていることが作品からも知ることができる。
　
奉和襲美寄題羅浮軒轅先生所居
鼎成仙馭入崆峒
　
百世猶傳至道風
　
暫應青詞為穴鳳
　
卻思丹徼伴冥鴻
金公的的生爐際
　
瓊刃時時到夢中
　
預恐浮山歸有日
　
載將雲室十洲東

（ 『全唐詩』巻六百二十五
　
陸亀蒙九）
　　
　
襲美と呼ばれているのは皮日休のことで、二人は周遊先で多数の作品を創作した。この作品もその中の一つで、
皮日休が「寄題羅浮軒轅先生所居」と詠った後に続けて、陸亀蒙が奉和 た。　
南宋の浙江省紹興出身で愛国詩人として知られる陸游（一一二五～一二一〇）は「花時遍遊諸園」と題して次の
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様に歌っている。 「為愛名花抵死狂
　
只愁風日損紅芳
　
綠章夜奏通明殿
　
乞惜春陰護海棠」 ここで言う綠章とは青詞
の別称で、殿の中で青詞が朗誦される様子が描写される。陸游自身も六首の青詞を残している。　
では、仏教側からの史料ではどうであろうか。元来、青詞は道教の神々に祈願するか、それと並行して上帝を祀
る性質を持つものであるから、青詞に言及している個所はほとんどない。著者が『大蔵経』内で確認し得たのは、南宋の興隆元年（一一六三年）陳田夫著『南嶽総勝集』全三巻にあ 記述で、そこには青詞の碑が建 られた記録を残すのみで具体的な文言は記述されない。この書は、湖南省にある五岳の一つの霊山である南嶽に関する歴史・伝説・地理について編纂されたもので、巻上は地理、巻中は寺・観、 下は高僧を記録している。
紹興三十年、資政殿學士知潭州魏良臣撰奉安青詞碑　　　　　
景定辛酉四月三十夜遭回祿。正殿後宮俱盡。惟存三門散廊而已

（ 『大正蔵』五十一巻
　
一〇六四
ｃ）　　
　
この文が記載される巻上前後は、廟が建立された経緯や神像 設置、そして記念して建てられた碑に関して 記
述を中心としている。
２
　「青詞」の作成者
　
では、唐から宋代までどのような人々がどのような内容の「青詞」を作成したのであろうか。著者の始めの関心
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は前述の唐末の道士、杜光庭が書いた「青詞」であったので基本的には『道蔵』と『全唐文』を参照すれば良かった。杜光庭 『全唐文』所収の「青詞」は『道蔵』所収分と一部錯綜しているがほぼ同様の内容である。そうした経緯の延長で文人、宋代の 大夫たちの「青詞」を探す作業を進めたのだが、実際には個人の文集を閲覧し、版本が数種ある場合はそちらも参照する作業が予測していた以上に必要 なった。これ 散逸などの原因よりも 「青詞」が個人の文集から本人が、または後世の編者によって自発的に削除される傾向があったことを示している。　
契機になったのは『古今図書集成』である。 『古今図書集成』全編を通じて、大量の「青詞」が収録されている
ので、所収 所を列挙しておきたい。
歴象彙編
　
乾象典（１）庶徽典（
17）
方輿彙編
　
山川典（５）
明倫彙編
　
皇極典（１）宮闈典（
10）官常典（
11）家範典（２）交誼典（１）氏族典（２）人事典（１）
　
　　　　　
閨媛典（１）
博物彙編
　
芸術典（１）神異
19）
理学彙編
　
経籍典（３）学行 文学
16）字学典（３
経済彙編
　
禮儀典（７）楽律 祥刑典（５）考工典（１）
※（）内の数字は「青詞」に関する記載の数
　
散見してわかるように「博物彙編 ・ 神異典」に最も多く「青詞」に関する記事があるわけだが、 「青詞」の本文自
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体はむしろ他の彙編に含まれている。主たるものは宋・明代に作成された「青詞」で各文が独立して列記されるだけなので、個人の活動や背景を知るにはやはり個人 文集まで辿らなくてならない。その作業の中で、 「青詞」が文学作品と 異なる扱いをされ、他の祈祷文と同様に個人の文集から排除されてしまうことがある 、その原因は個別の検討が必要であ う。本稿では『古今図書集成』所収 「青詞」を著者や時代別に再構成をす までには到らなかったので、現段階で把握できていることを基礎 して宋代 作成 の項で触れる に 。
３
　
唐末の崔致遠
　
入唐留学生、崔致遠について若干触れておく。崔致遠は中国に滞在している間に多数の祈祷文を書き残している。
高麗でも「青詞」は書かれるようになり、宋代の「青詞」作成者と同様、当時、著名だった文人たちが主たる担い手である。ところが崔致遠を代表とする新羅時代の祈祷文を扱った研究は少なく、高麗の「青詞」への展開が今一つはっきりしない。その一つの要因は、崔致遠が記した は全て在唐時代で書かれ も で、新羅本土で書かれたものではないからであろう。これらのこと 注目して崔致遠と以後の「青詞」作成者に関していくつかの問題提起をしておきたい。　
崔致遠（八五五～九四九）は十四歳の時（八六六）に入唐し、約十六年に渡って唐で学び仕官をした後、僖宗の
中和四年（八八四）に新羅に帰国した。帰国後、在唐時代 詩文を自ら編輯し、その中 一本に『桂苑筆耕集』二十巻がある。こ らの著作 八八六年、新羅の憲康王に献上された。この『桂苑筆耕集』に収められ 詩文の多くは崔致遠 仕えていた高駢のために書かれたものである。高駢は僖宗の きに天平・剣南・鎮海・淮南の節度使
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をしており、崔致遠もそれに随っていた。八七五年に起きた黄巣の乱を沈静化したとして高駢は評価を高めたが、八八四年、その戦功を僖宗に述べる「表」も崔致遠が抜擢されて書いている。　
高駢は道教に信仰があり、時には崔致遠とも内丹を行っている。高駢は斎醮にも積極的に参加した人物であった
ので、 「為故昭義僕射齋詞二首」を除き、高駢の依頼でこれらの祈祷文が書かれた可能性が高い。祈祷文は巻十五、 十六を中心に所収されている。　『桂苑筆耕集』には、 「齋詞」十五首を載せる。　應天節齋詞三首
　
上元黄籙齋詞
　
中元齋詞
　　
下元齋詞二首
　
上元齋詞
　　　
中元齋詞
　　
下元齋詞
　
黄籙齋詞
　　
穣火齋詞
　　
天王院齋詞
　　
為故昭義僕射齋詞二首
　
年代が表記されているのは、 中和二年（八八二）の「天王院齋詞」 「為故昭義僕射齋詞二首」 、 中和三年（八八三）
の「穣火齋詞」の四首のみである。しかし 崔致遠本人が付けた書名は「桂苑」すなわち淮南節度使が所在した場所の名前であるから、揚州時代の著作集という意味に理解して差し支えないだろう。　
右に挙げた「齋詞」が本稿で扱っている「青 」に相当する。 「齋詞」は「齋文」とは異なり、元々は「青詞」
は道教の、 「齋文」は仏教 祈祷文という区別があった。 「齋詞」は斎醮で用いる 青詞 の意味で使うことが多いが、中には混同したり、両者を併用している例もある。この点に関しては崔致遠も曖昧であるが、題名を見ると上
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元・中元・下元の三元日、天慶節、黄籙斎と道教の関連であることは明白である。では、具体的に内容を見てみよう。
應天節齋詞道士某乙言
　
伏聖人降生
　
王者嘉應
　
包天地之大徳
　
啓日月之殊祥
　
是以
電繞虹流
　
克符龍質
　
握乾披震
　
允叶亀書
　
伏惟聖神聡睿仁哲明孝皇帝…
敢設仙齋
　
廣成子之微言
　
既傳衆妙…伏願徳乃日新
　
禍當天悔
　
暫興時雨
遍洗妖気…齊登仁壽之域
　
普天率土
　
永賀昇平
　
冒頭が「道士某乙言」から始まっているので、明らかに「青詞」である。また、広成子の名がある。広成子は軒
轅（黄帝）に不老不死の術を伝授したとされる神仙である。一方で、 「天王院齋詞」では、
唐中和二年太歳壬寅正月望日
　
具銜某敬請僧某乙設齋于法雲寺天王院
謹白言舎利佛大慈大悲観音菩薩
　
伏以欲界将傾
　
魔軍競起
　
九野塵昏於劫燼
四溟波蕩於狂颷
　
諸侯志慕於宋公…則乃慧燈照天帝之心
　
法鼓破波臣之膽
静銷諸悪
　
暫開方便之門
　
廣庇衆生
　
無惜慈悲之室
　
謹疏
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とあり、法雲寺で僧侶を招いて観音菩薩に衆生の救済を祈願する内容になっている。文末の「疏」というのも元
来仏教での儀式で使用する文書に用いられる。宋代以降は珍しくないが、この時点で観音菩薩に祈願しつつ天帝も登場するという混在が既に生じていることわか　
筆者は道士杜光庭（八五〇～九三三）の「青詞」を取り上げたときから、他の地方の状況も把握する必要を感じ
ていた。なぜなら『廣成集』所収の「青詞」は、杜光庭が黄巣の乱の際、僖宗に付き随って逃亡した蜀の成都で皇帝のために、蜀の節度使たちのために作成した「青詞」が大部を占めていたからである。他の地方でも同様であったのか、あるいは だけの特殊な状況であったかを分析できれば、唐末から五代にかけての地方における宗教活動を推測できると考えたからである。　
その観点から言っても、杜光庭と同時代を生きた崔致遠の祈祷文は、唐末の江南の地でどのような斎醮が行われ
ていたか 知る手掛かりとなるであろう。また崔致遠が『桂苑筆耕集』から祈祷文を削除することなく憲康王 献上したという事実は、崔致遠が道教に対してど ような立場で取ろうとしていたのか、後の高麗おける「青詞」作成の影響を考える上でも重要なこ に思われ 。
４
　
宋における文人と士大夫の「青詞」
　
宋代では多くの文人や士大夫が「青詞」を作成するようになる。その中でも最も数が多い は南宋の真徳秀であ
る。 『西山先生真文忠公文集』には約四百の祈祷文が収められ、先行の研究でその背景と内容が詳細に検証されている。
（
12）
（
13）
37 唐・宋代の青詞作成の担い手たち（三田村）
　
宋代を通して詞の流行があったことは、 「青詞」の表現方法に多少の影響を及ぼしたかもしれない。しかし、道
歌から発展した「歩虚詞」のように楽府の題に取られ宋代でも多数創作された例とは異なり、 「青詞」は道教儀礼において用いられるもので、祈願を望む人が存在し、祈願しなければならない目的がなければ基本的に書かれることはない。　
では宋代での主たる青詞作成者を時系列に概観してみる。 （王安石・葉適を除く人物 青詞に関する記述は、先
行研究ですで 言及された要旨を筆者がまとめたものである。注
9と
13に出自となる論文を記載。 ）
　
胡宿（九九六～一〇六七）一二五首

 内容は全て内制青詞（宮廷内の国家儀礼）で、北宋の仁宗に為に制作。
　
欧陽脩（一〇〇七 七二 五十一

 真宗と徽宗の二度の熱狂的道教信仰に挟まれた時期、仁宗期から神宗期にかけて制作。
　
王安石（一〇二一～一 八六）二十六首

 二十六首の青詞と五首の密詞を『臨川先生文集』に所収。内政青詞である。
　
蘇軾（一〇三六～ 一〇 ）十七首

 内制青詞十首。他は地方民衆 ために祈願する
　
陸游（一一二五～一二 ）六首

 四首は祈雨に関する内容。個人的祈願も含む。
　
樓鑰（一一三七～一二 三）

 文集に『攻媿先生文集』がある。原著は百二十巻あったが散逸した巻と後の編者によって刪定された個所がある。巻八 二の青詞三十四首や疏文九十六首は削除され、祝文のみを残す。
　
葉適（一一五〇～一二二 ）六首

 『宋史』 巻四百三十四に伝があり、 儒学者として評価を得る。著作に 『習
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学記言』 『水心集』がある。
　
真徳秀（一一七八～一二三五）一三九首

 内制青詞は十首で、それ以外は赴任地の民衆に為に祈願する内容である。
では、一例に先行研究であまり言及されていない王安石の青詞を見てみる。
『臨川先生文集』の第四十五 ・ 四十六巻
に青詞二十六首と巻四十六に密詞五首が所収されて る。王安石は最初地方官を任じられ、神宗の即位後、呼び戻され朝政の改革を担うようになる。神宗から信頼があり、名文家でもあった王安石が皇帝のために青詞を作成したのは当然のことと言え、青詞・齋詞共に内制の項に められている。　
巻四十五
　　
鴻慶宮廷祥観崇先観開啓皇帝太皇太后皇太后本命道場青詞
　
四道
　　
霊釐内殿西太一宮龍圖閣 太皇 后皇太后生辰道場青詞
　
四道
　　
廣聖宮開啓真宗皇帝忌辰道場青詞
　　
福寧殿罷散 三長月道場青詞
　
五道
　　
福寧殿開啓南郊道場青詞
　
巻四十六
　　
景霊宮三殿開啓中元節道場青詞
　　
景霊宮保寧開下元節道場青詞
　　
寧聖殿開啓為民祈 年交
　
二道
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洪福殿開啓謝雨道場青詞
　　
在京諸宮観景霊宮等處祈雪謝晴青詞
　
二道
　　
坊州秋祭聖祖大帝青詞
　　
滄瀛州地震設醮青詞
　
二道
　　
北定州地震開啓 禱道場青詞
　
これらを見てもわかるように王安石の青詞にも「謝雨」 「謝晴」 「祈雨」 「祈晴」と天候に関するに祈願が多いこ
とがわかる。天候の祈願は重要なもので、他でも唐宋代を通じて主要なものであった。祈願したことが成就した場合にそれに感謝して「謝～」という青詞を捧げるのが一つの形式である。あまり他では見られない例は「地震」であろう。　
では『古今図書集成』雨災部芸文一にも採られている「謝晴青詞」を見てみる。
伏以密雲作雨
　
暘不時若
　
蒙神賜祐
　
菑沴用除
　
奔走祓齋
以謝靈貺
　
祀儀有秩
　
不敢怠忘（ 「在京諸宮観景霊宮等處祈雪謝晴青詞」の二首目）
　
申し上げます。雲が雨を降らし、日が雲にかくれ います。神の恩恵を賜りますよう、災が除かれますよう。齋
をあわただしくいたします。神霊の賜りものに感謝します。順序通りに儀を執り行い、むやみに怠けたりいたしません。　
とても簡潔な青詞である。唐末の杜光庭の青詞が長く、祈願の背景や困難な状況、それに依って引き起こされた
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心痛を詳細に述べるのとは対照的である。杜光庭も皇帝と唐王朝、蜀王のための祈願と節度使の個人的な祈願の両方を行っていた。また、前述した崔致遠には内制青詞はなく個人にまつわる祈願だけであるが、やはり王安石に比べると長い。同時代の欧陽脩は比較的長いもの、簡潔なものを両方残している。真徳秀になる 杜光庭 長さほどの青詞が多い。　
王安石は道士陳景元（一〇二五～一〇九四）とも個人的な親交があったので、欧陽脩よりも道教に対して柔軟な
立場であったことが予測できる。陳景元は、 京師の醴泉観で講じている評判を聞きつけた神宗に召し出され、 「真靖」の号を賜り、命じられて普天大醮を執り行った道士である。そ 際には陳自身が青詞を作成している。後 陳が廬山に帰ることを決め ときに、 王はその理由を訊ねている。陳は 「もと 田舎の人間が官僚になり責任ある身になったが、嫌われ疑われるようになったのだから、廬山に戻るのが良いのだ」と答えている。　
先に挙げた『臨川先生文集』巻四十六の「寧聖殿開啓為民祈福年交道場青詞」の二首は、この陳景元ゆかりの醴
泉観で行われた斎醮で、第一首目の正式な名称 「醴泉観寧聖殿開啓為民祈福保夏道場 」と言い、　
 伏以聖真丕冒
　
品庶具依
　
當蕃啓之盛時用熏修之故事
　
仰祈聡直
　
俯鑿齋精
　
溥垂庇祐之仁
　
申錫壽康之福
　
申し上げます。聖真の大きな覆いに、人々はこれに依っています。夏の盛りに、あまねく天の助けを垂れ、民の
幸福のために豊かな恵みをもたらして下さいますようにと祈願する内容になっている。
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おわりに
　
最後に明代への影響について触れておきたい。朝政との関連においては先行の指摘があるので、それらを簡単に
紹介する。　
第十一代皇帝の世宗朱厚熜（一五〇七～一五六六）は、武宗正德十六年（一五二一）四月に即位し年号を改めて
嘉靖とした。即位後は朝政を改革した一方で道教を尊崇するあまり自ら「真君」 「帝君」などと称するようになる。宮中に壇場を設けて斎醮を行ったので側近を採用するにあたって「青詞」の優劣が重要な判断の基準となり朝政の混乱と不満を招い その代表的な臣として挙げられるのが、夏言・嚴嵩などで 青詞宰相」と批判されていた。　
世宗が青詞を絶賛した夏言（一四八二～一五四八）は嘉靖時の大臣で順調に昇官してゆくが、嚴嵩（一 八〇～
一五六七）の登場 より権力闘争 激化を招いた。著作に《鈐山堂集》四十卷がある嚴嵩は世宗の意図をよく汲み、やはり青詞作成に秀でていたことで引き立てられる。 かし嚴嵩の断行 世宗は立腹し、夏言 朝政に復帰。以後、二人の間で互いの讒言が続く。後に夏言は暗殺され、嚴嵩は世宗の寵愛を失って失脚し朝廷から退くことになる。従来の研究では、こ 二人を代表とする臣下への評価は厳しいものであったが、近年、嚴嵩に対しては政治・文学両方面で 再評価も行われているようであ 。　
前述のように、これまで明代の青詞は、歴史的史実と政策の問題との関連において十分な検討がされてきたが、
有名無名を問わず大量に残されている青詞自体が史料 してあまり取り上げられることもなか た。なぜならば、青詞は皇帝の歓心を買い、朝政で権力を得るための手段にしか過ぎず、文学的技巧 向上や表現の洗練という一面
（
14）
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はあっても内容には大差ないと考えられていたからである。また、儀礼を進行する一場面を構成する祈祷文という性質から、定型化した年月日、祈願主、斎醮を執り行う人物や参加した人々が記録される部分が文集に所収される際に削除されてしまい、年代確定が難しいことも原因として挙げられる。　
しかし、視点を変えれば青詞の文脈を読解することで得られることも多いことがわかる。宋代では儒仏道と民間
の信仰が青詞の中で混然と存在 て、文人や官僚の個人的な信仰や信条がどのようなものであっても容認しなくてはならない状況 なっていたことが看取できる。それは唐代が三教を差別化したままで並存させようとしている中でも、否応 しに融合化が進んだ結果でもある。ただし、唐代で想定されていたのは、教理は違っていても教えが帰着する最終的 到達点は、世界の摂理をつかさどる絶対的な存在 あった。その傾向 宋代 も継承されつつ、更に意識的に三教を統括するようになる。つまり何の教えであろうと皇帝と宋朝が王室の継続と国家安寧に有効であると承認すれば良かったのである。唐宋で構造的な変化があったこと 、今までの研究 も指摘されていることでは が、本稿の考察を通じて言うならば、その絶対的な存在に祈願する内容に大差はない。　
むしろ、明代の青詞になって大きな変化が生じた。絶対的な超越的存在と皇帝を同一視する傾向が一層強まり、
臣下に対してその表明としての青詞 要請したと考え れるからである。表面上は神に祈願する形を取っていても、現実には皇帝を讃え のが目的となったとき、表現は必要以上に饒舌に成らざるを得 かったと言えよう。本稿では僅かしか言及できなかった 、明代 が文学的技巧を一層発展させ 一つ 学形態 して完全に認識されるのに大きな貢献をした要因は、王権を保持する者 自分自身に対して また他者か の認証をど ように望んでいたかを反映したことにある。唐宋とまた異なった変化 あったこ は今後 再考しなければならない問題 る。
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注１
　
三田村「唐末五代における宗教活動と節度使︱『廣成集』を中心として」
『東方宗教』第百二十号
　
日本道教学会
　
二〇一二年
２
　
孫
昌
武
著『
道
教
與
唐
代
文
学
』　
人
民
文
学
出
版
社
　
二
〇
〇
一
年
で
は
李
白・
李
賀・
白
居
易・
李
商
隠
の
項
に
詳
し
い。
ま
た、
劉
楚
華
主
編
　
香
港
浸
會
大
学
人
文
中
国
学
術
叢
書
　『
唐
代
文
学
與
宗
教
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
四
年
で
も、
道
教・
仏
教
の
影
響
が
李
白・
白
居
易・
李
商
隠
の
作
品
においてどのように表現されているかについての言及している。
３
　
楊光文・甘紹成著
　
道教文化８『青詞碧簫︱道教文学芸術』大展出版社
　
二〇〇〇年
４
　『全唐詩』巻七百九十一聯句四「二子大懼。皆起立牀下。拜曰、
不敢他有問也。願聞一言而已。先生稱、
吾不解人間書。敢問解何書。
請聞此而已。
」二人は老道士との聯句を創作するやりとりに降参した後、
老道士の軒轅弥明に「人間界の文字は知らないとおっしゃっ
たが、それではどのような文字を知っているのですか。
」と質
問している。
５
　
顔
進
雄『
唐
代
遊
仙
詩
研
究
』　
台
北：
文
津
出
版
社
　
一
九
九
六
年
で
は
陸
亀
蒙
の
遊
仙
詩
に
分
類
で
き
る
も
の
と
し
て「
奉
和
襲
美
太
湖
詩
二
十
首
」
の「
毛
公
壇
」「
上
真
観
」「
聖
姑
廟
」
の
三
首、
「
四
明
山
詩
九
首
」
の「
雲
北
」「
鹿
亭
」「
樊
榭
」「
潺
湲
洞
」「
青
櫺
子
」
の
五
首、
「
奉
和
襲
美
寄
題
羅
浮軒轅先生所居」
、「寄茅山何威儀二首」
、「中元夜寄道侶二首」
、「懐仙三首」
、「上雲楽」
、「高道士」を挙げている。この詩は『松陵集』
巻七に所収。
６
　
明の曹学佺撰『石倉歴代詩選』巻百七十五
７
　
大
き
な
異
同
は『
道
蔵
』
の『
廣
成
集
』
巻
十
三
の
部
分。
『
全
唐
文
』
で
は
所
収
の
順
番
が
逆
転
し
て
い
る。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
他
の
個
所
に
合
わ
せて皇帝から臣下という序列にしようとしたのかもしれない。
８
　『古今図書集成』
博物彙編
　
神異典
　
神異総部
（１）
雑鬼神部
（１）
二氏部
（４）
道教部
（２）
神仙部
（２）
道書部
（５）
道観部
（１）
方士部（２）
９
　
崔
致
遠
関
連
と
宋
代
の
文
人
に
関
す
る
研
究
は、
丸
山
宏『
道
教
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
四
年「
宋
と
高
麗
の
道
教
青
詞
に
関
する比較考察︱道教儀礼文書の東アジア的展開」の項に詳しい。10　
留
学
生
の
観
点
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
の
道
教
伝
播
を
考
察
し
た
も
の
に
土
屋
昌
明「
唐
の
道
教
を
め
ぐ
る
高
句
麗・
新
羅
と
入
唐
留
学
生
の
諸
問
題
」『
専
修大学東アジア世界史研究センター年報』第４号
　
二〇一三年がある。
11　
こ
こ
で
引
用
し
た『
桂
苑
筆
耕
集
』
は、
『
影
印
標
點
　
韓
國
文
集
叢
刊
』
１
︱
60　
財
団
法
人
民
族
文
化
推
進
會
 一
九
九
〇
年。
崔
致
遠
の
文
学
作
品
全
般
に
つ
い
て
は
方
暁
偉
の『
崔
致
遠
思
想
和
作
品
研
究
』
を
参
照。
こ
こ
で
は、
「
第
二
章
第
四
節
　
崔
致
遠
和
他
的『
桂
苑
筆
耕
集
』」
と「
『
桂
苑
筆
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耕集』作品繁年表」を参考にした。12　
H
ong SunJu 「韓国の青詞の成立過程と文芸的な特質」
『東方学』
第
14輯
　
韓瑞大学校東洋古典研究所
　
二〇〇八年
　
pp.335-360　
こ
の
論
文
は
厳
基
珠
教
授
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た。
新
羅
時
代
か
ら
高
麗
ま
で
の
青
詞
に
は
言
及
が
な
い
が、
高
麗
以
降
の
文
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
創
作
活動をしていたか『東文選』所収の例から知ることができる。三三七頁で言及される高麗の文人のみを簡単に列挙しておく。
　　
金富軾
（一〇七五～一一五一）
、崔惟清
（一〇九五～一一七四）
、金克己
（？～？）
、李奎報
（一一六八～一二四一）
、
　　
鄭誧
（一三〇九～一三四五）
、李穀
（一二九八～一三五一）
、権近
（一三五二～一四〇九）
、卞季良
（一三六九～一四三〇）
　
注９の丸山論文では文章家として著名な李奎報の青詞の内容について検討している。13　
真
徳
秀
に
関
し
て
は、
小
島
毅『
中
国
近
世
に
お
け
る
禮
の
言
説
』「
四
章
　
真
徳
秀
の
祈
り
」
東
京
大
学
出
版
会
　
一九九六
年、
松
本
浩
一『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』「
第
二
節
　
南
宋
時
代
に
お
け
る
黄
籙
斎
の
挙
行
例
　
四、
真
徳
秀
の
青
詞
に
見
る
黄
籙
斎
を
め
ぐ
る
意
識
」
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
六
年
を
参
照。
欧
陽
脩
の
内
制
青
詞
に
関
し
て
は、
砂
山
稔「
欧
陽
脩
の
青
詞
に
つ
い
て
︱
欧
陽
脩
と
道
教
思
想
︱」
『
東
方
宗
教
』
第
八
十
一
号
　
日本道教学会
　
一九九三年に詳しい。
14　
注３の一一七頁ではこの二人以外に青詞の内容が評価されて宰輔となった人物に李春芳・袁煒・嚴訥・郭樸・高拱を挙げている。
